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根立寺観音堂の算額

吉崎・諏訪神社の算額 七日市・諏訪神社の算額

さあ、チャレンジ!  解いてみよう!!

新潟県に現存する算額

和 算 の 里

みしまみしまみみみ

胎　内　市 文殊堂（野中）
新 発 田 市 菅谷不動尊（菅谷）
新 発 田 市 八幡宮（上館）
新 発 田 市 藤戸神社（東宮内）
阿 賀 野 市 水原八幡宮（外城）
阿 賀 野 市 繁舩稲荷神社（村岡）
弥　彦　村 大戸神社（大戸）

長　岡　市 蒼柴神社（悠久町）
長　岡　市 根立寺（上岩井）
長　岡　市 諏訪神社（七日市）
長　岡　市 秋葉神社（谷内）
長　岡　市 諏訪神社（吉崎）
出 雲 崎 町 薬師堂（滝谷）
刈　羽　村 白山神社（大塚）

柏　崎　市 椎谷観音堂（椎谷）
南 魚 沼 市 聖観音（柳古新田）
南 魚 沼 市 八坂神社（六日町）
南 魚 沼 市 八海神社（水尾）
南 魚 沼 市 七尊観音堂（寺尾）
南 魚 沼 市 毘沙門堂（浦佐）
十 日 町 市 八幡神社（水沢）
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〈答え〉
問題１　２通りある。２つの正方形を、それぞれ、１つの対角線で切断する。もう１つは、１つの正方形を２つの対角線で切断する。正方形の一辺の長さは、２乗したら２になる数√２㎝になる。 √２は約1.4142 である。
問題２　い-2、ろ-3、は-9、に-8、ほ-4、へ-5、と-7、ち-6。これは１つの解答例です。他にもあります。　　問題３　約 28.518㎝です。
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※答えは下にあります。解説はホームページをご覧ください⬇

　問題１
図のように１辺が１㎝の正方形を２つならべた
長方形がある。これを２回切断してできる図形を
ならべ換えて、１つの正方形を作りなさい。また、
この正方形の１辺の長さはいくらか。
　出典：勘者御伽草子　寛保3（1743）年出版

　問題２
図の「い」から「ち」に２～９の数字を当てはめ、
２つの円周に書かれている数を足しても、また、
中心の１を除くどの直径に書かれている数を足
しても、皆おなじになるように数を並べなさい。
　出典：和国智恵較　享保12（1727）年出版

　問題３
図のように乙の円の周りに５個の甲の円が接して
いる。乙の円の直径が20㎝のとき、甲の円の直径
はいくらか。ただし、正五角形の一辺の長さが１
であるとき、外接円の半径はｒ=0.85065 とする。
　出典：嘉永5（1852）年大阪府池田市の
　　　  畑天満宮に奉納された算額の問題
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三 島 の 算 者 が 奉 納 し た 算 額
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　七日市諏訪神社の算額は、最大・最小を求める

問題を扱っているよ。現代の代数である点竄術

と幾何の公式を用いて解いているんだよ。
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根立寺観音堂の算額
【掲額地】長岡市上岩井
【サイズ】116.3㎝×63.2㎝　奥行き4.2㎝
　上岩井の小林重克と矢川政平の２人が嘉
永2（1849）年、根立寺観音堂に奉納しま
した。

与板八幡宮の算額
【掲額地】長岡市与板町与板
　三島郡新保村（現長岡市三島新保）の片桐總盈と同大野村
（現長岡市大野）の原村本の２人が寛政12（1800）年、八幡
宮に奉納しました。文献では与板八幡宮ですが、都野神社が
奉納先と考えられています。算額は現存していません。

椎谷観音堂の算額
【掲額地】柏崎市椎谷
【サイズ】126㎝×91㎝　奥行き7㎝
　三島郡新保村（現長岡市三島新保）の米持矩章が
寛政７（1795）年、椎谷観音堂に奉納しました。こ
の算額は新潟県内に現存する最も古いものです。

金峰神社の算額
【掲額地】長岡市蔵王
　三島郡新保村（現長岡市三島新保）の米持矩章
が寛政7（1795）年、蔵王大権現（金峰神社）に奉
納しました。算額は現存していません。

吉崎・諏訪神社の算額
【掲額地】長岡市吉崎
　遠藤棟重の徳を慕う弟子たちが算額の冊子を作りました。その後、遠

藤乗安の死に際し、米持矩義らが算額を吉崎の諏訪神社に奉納しました。
もともと杉板4枚で組まれていたと思われ、2枚目と4枚目が欠損して
います。遠藤父子をほめたたえた米持矩義の詞書と算題があります。

七日市・諏訪神社の算額
【掲額地】長岡市七日市
【サイズ】102㎝×72.5㎝　奥行き4.5㎝
　七日市の吉原乗義が嘉永2（1849）年、
七日市の諏訪神社に奉納しました。

　和算とは、中国から伝わった知識をもとに、江戸時
代に関孝和（1640頃～ 1708）らにより、独自に発展
を遂げた日本の数学です。西洋の数学は洋算といわれ
ます。
　和算は天元術・点竄術・円理などを用いて、図形の問
題を代数的に解くことを考えたり、様々な数学の分野
において独自の方法を考え出しました。また、行列式
など世界に先駆ける発見も行いました。
　和算を学んでいたのは武士、町人、農民であり、すべ
ての階層の人々です。会心の問題を作り、それを解い
て、問いと答えと術を額にして、神社、寺院に奉納した
ものが算額です。

　三島では、米持矩章（1759～？）とその弟子たち、
少し遅れて安立敬（1821～ 1903）とその弟子たちの
和算家が活躍しておりました。彼らが遺した算額、算
木、算学の書物が現存しています。
　また、和算は建築に必要な基礎学問であり、弥彦神
社、神田明神などの建築に関わった高名な宮大工をこ
の地から輩出しました。
　算額などは昔のことに思われ、和算は遠い世界のよ
うに思われるかもしれません。しかし、江戸時代の和
算は、明治時代に洋算へと形を変えましたが、現代の
世界の人々から、その独創性に注目が集まっています。

さかんだった 三島の和算 三 島 の 算 者 の 系 譜
関　　孝和

日下　　誠

内田　五観

米持　矩義 安立　　敬 遠藤　棟重

遠藤　乗安

原　　村本 片桐　總盈

米持　矩章

江戸

1640頃～ 1708

1764 ～ 1839

1759 ～ ?

1761 ～ ?

1805 ～ 1882

1821 ～ 1903

江戸

三島新保 上岩井 吉崎

吉崎

大野 三島新保

三島新保

江戸

1827～ ?

関流

吉原　乗義 矢川　政平 小林　重克七日市 上岩井 上岩井

※１

※２

※２　安立　敬…清兵衛、数衛、数右衛門、権斎とも称す
※１　日下　誠…通称は貞八郎または貞三郎
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三島の算者が奉納した
算額（復元）と解説は
三島郷土資料館に展示
されています。


